


静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

古 

川

　正 

明

　「
S
D
G
s
」の
活
動
は
官
民
協
力
し
、誰
一人
取
り
残
さ
れ
な
い
福

祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
く
み
ん
共
済coop

静
岡
推
進
本
部

本
部
長

鈴 

木

　隆 

博

　
例
え
ば
、
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
。
多
様
な
人
々
が
助
け
合

い
、
一
つ
に
な
っ
て
目
標
に
立
ち
向
か
う
姿
は
、
尊
く
、
心
打
た
れ
ま

す
。
自
然
災
害
が
多
発
す
る
昨
今
で
す
が
、
令
和
時
代
の
新
た
な
福
祉

社
会
を
展
望
し
つ
つ
、
今
年
も
、
共
済
を
通
じ
て
助
け
合
い
の
輪
を
結

ん
で
参
り
ま
す
。

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

　長 

稲 

垣  

滋 

彦

　
昨
年
も
ま
た
台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
生
活
再
建
に
向
け
、
本
当
に
大
変
な
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
苦
し
い
時
、
困
っ
て
い
る
時
こ

そ
、
助
け
合
う
こ
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

協
同
の
活
動
が
く
ら
し
を
守
り
、
作
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
へ
と

　
　
　
み
ん
な
で
学
ぶ
　
福
祉
の
未
来

困
っ
た
時
に
　
困
っ
た
と
言
え
る
　
つ
な
が
り
が
　

　
　
　
　
　
　
い
の
ち
を
助
け
　
く
ら
し
を
作
る

多
様
性
　
尊
重
し
合
って
　
ワ
ン
チ
ー
ム

　
　
　
　
み
ん
な
で
創
る
　
新
た
な
希
望
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚

　智 

昭

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原

　健
二

　
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル
は
、
昨
年
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
楽
し
い
思
い
出
作
り
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
！！

理
事
長

中 

西

　清
文

　
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

県
内
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
福
祉
向
上
に
向
け
取
組
み
ま
す
。

め
ざ
す
の
は
　す
べ
て
の
人
が
　暮
ら
し
や
す
い
　

　
　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
福
祉
社
会

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

皆
様
に
愛
さ
れ
続
け
て
30
年

　
楽
し
い
思
い
出
　
感
謝
の
し
る
し

多
様
性
　
垣
根
を
越
え
て
　
わ
か
り
合
い

　
　
　
　
明
日
へ
と
つ
な
ぐ
　
協
働
社
会

　
令
和
の
時
代
が
、
世
代
や
経
験
、
性
別
、
働
く
環
境
な
ど
様
々

な
違
い
を
お
互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
え
る
時
代
と
な
り
ま
す

よ
う
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
は
じ
め
共
助
拡
大
へ
の
思
い
を

一
つ
に
、
希
望
溢
れ
る
社
会
の
構
築
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

勤
信
協
も
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
「
人
生
百
年
」
と
言
わ
れ
、
長
い
老
後
生
活
を
考
え
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
け
る
方
が
安
心
し
て
老
後

（
未
来
）
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
年
金
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

杉 

山

　裕 

保

「
人
生
百
年
」
明
る
い
老
後
の
ス
タ
ー
ト
は

　
　
　
　
　
年
金
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
か
ら

（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

池 

冨 

　彰

　
県
労
福
協
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
と
お
し
て
顕
在
化
し
に
く
い

生
活
困
窮
者
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
、
苦
し
い
と
き
は

お
互
い
さ
ま
「
助
け
て
」
と
声
が
上
が
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

支
え
合
う
　
仲
間
の
気
持
ち
　
福
祉
な
り

　
　
　
助
け
て
と
声
　
上
が
る
を
目
指
す

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
8
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
佐
賀
県
と
福
岡

県
、
長
崎
県
を
中
心
と
す
る
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
9
月
に
発
生
し
た
台
風
15
号
で
は
関
東
地
方
に
上
陸
し
た
も
の
と
し
て
は
観

測
史
上
最
強
ク
ラ
ス
の
勢
力
で
、
千
葉
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。 

ま

た
、
10
月
に
は
台
風
19
号
で
、
多
く
の
河
川
が
決
壊
し
床
上
浸
水
な
ど
被
害
が
広
範
囲

に
及
び
ま
し
た
。

２
０
２
０

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
代
表
が
予
選
を
突
破
し
ベ
ス
ト
8
に
入
り
多

く
の
方
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
県
労
福
協
で
は
、
2
0
1
9 

年
度
は
地
域
・
地
区

労
福
協
に
お
け
る
活
動
を
通
じ
て
、
多
様
な 

階
層
へ
の
教
宣
活
動
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を

強
化
し
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
理
解
者
を
増
や
す
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
2
0
2
0
年
は
56
年
振
り
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事

業
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
に
新
春
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ロッキー奨学金 授与式

労働者自主福祉運動体験学習会

９月に西部労福協、
ＪＩＬＡＦの

２団体の視察受入

９月に西部労福協、
ＪＩＬＡＦの

２団体の視察受入

　12 日に西部労福協理事長、専務など（中国・四国９

県の労福協）29 名の視察を受け入れました。今回の視察

の目的は「労働者自主福祉運動の拡充、福祉事業団体

の利用促進をはじめとする共助拡大、地域・地区労福

協活動の活性化支援、各地区における『若者の会』と

の意見交換会等の若年層・人材育成対策、フードバン

クの取り組み等」について詳しく知りたいというもの

でした。

　鈴木専務が昨年実施した福祉強化キャンペーンと労

福協、各福祉事業団体の連携や地域役立資金などにつ

いて説明しました。参加者達は静岡県の各福祉事業団

体の横の繋がりの強さに驚いていました。

　続いて、フードバンクふじのくにの鈴木事務局次長

がフードバンクの活動の概要を報告しました。

　その後、社協などを通して生活困窮者から食料の支

援依頼があった場合の食品箱詰め体験作業を実施して

貰いました。「家庭の環境を考慮して箱詰め作業を行う

のは大変であった」との声がありました。

　最後にフードバンクの講演のお礼として西部労福協

から寄付金を頂きました。本当にありがとうございま

す。

　19 日にはＪＩＬＡＦ（国際労働財団）の招聘事業とし

てモンゴル労働組合連盟６人、

パキスタン労働組合連盟６名の

視察受入を行いました。

　最初に県労福協の50周年記念

のＤＶＤを流し設立同時から現

在までの歴史や現在取り組んで

いる事業の紹介を行いました。

　次に鈴木専務が県労福協の概

要とフードバンクふじのくにの

説明を行いました。

　今回は海外からの視察であったため、通訳が付き、

説明の後に現地語で通訳を行う形式でした。

　意見交換の中で「労働金庫は一般の方でも利用でき

るのか、その時の金利は会員と同じか？県労福協のフー

ドバンクは素晴らしい活動である。労福協を設立する

時に、設立に対しての大きな反対は無かったのか」な

ど質問・意見が出され有意義な国際交流と意見交換に

なりました。

※国際労働財団 (ＪＩＬＡＦ) は、「開発途上国の自由に

して民主的な労働運動の発展と健全な社会・経済開発

に寄与する」ことを目的とし、労働分野における国際

交流と協力を推進する組織として、1989 年 5 月、連合

によって設立さ

れた公益財団法

人です。

　11 月 10 日～ 11 日にこくみん共済 coop との共催で「労
働者自主福祉運動体験学習会」を実施しました。この体験
学習会は、地域・地区労福協の会員の若手労組役員が労働
運動・協同組合運動の歴史の場に立ち、見聞することで労
働者福祉運動の理解を深めることを目的としています。参
加者は会員労組役員と事業団体の役職員で 43 名でした。

一日目　賀川記念館
　賀川記念館を訪問して西参事から「共済の創始者　賀川
豊彦氏の基本思想を学ぶ」の講演を受けました。西参事の
講演を受け、賀川先生が人のために一生をささげたことと
偉大さを改めて知ることが出来ました。
　また、賀川氏は、防貧の仕組みとして労働組合、助け合
いの仕組みとしてこくみん共済 coop、生協、自立する仕組
みとして労働金庫などの基礎を築きました。
　グループワークの中では組合活動に持ち帰りたいことと
して「不易と流行」という言葉がありました。「不易と流行」
とはいつまでも変化しない本質的なものを忘れない中にも、 
新しく変化を重ねているものをも取り入れていくことです。
　流行に流されず、本質を忘れないことの大事さを改めて

　１１月２０日、第１５回ロッキー奨学金の授与式が

ＡＬＷＦロッキーセンター会議室にて行われました。

　『ロッキー奨学金』は、静岡県労働金庫の会員（県内

の労働組合など）により静岡県労働金庫特別利用配当

金から拠出され２０１０年６月に創設した『地域役立

資金』の内、県労福協が管理している“人づくり資金”

から奨学金２０万円を給付する制度（返済不要）です。

また、奨学金の対象者は経済的支援が必要と認められ

る学生で、いずれの学生も各大学から推薦いただいた

優秀な方達です。今回の授与式では県内の６大学から

推薦を受けた、成績優秀な１８名に奨学金を授与しまし

た。

　授与式の冒頭、県労福協池冨理事長から「この奨学

金を縁として労福協や福祉事業団体のことに関心を

持って欲しい。また、学業を成就して社会に活躍する

人材になることを期待したい」との挨拶がありました。

知ることが出来ました。
　また、フードバンクふじのくにの鈴木事務局次長からフー
ドバンクの仕組みを熱く語っていただきました。フードド
ライブの食品は生活困窮者が自立支援するための一つの
ツールであることが良くわかりました。

二日目　北淡震災記念公園
　北淡震災記念公園は 1995 年に発生した「兵庫県南部地震
( 阪神･淡路大震災 )」で現れた野島断層 ( 国指定天然記念物 )
を、震災当時のままに保存して展示してある「野島断層保
存館」を中心とした施設です。  
　この、北淡震災記念公園で語り部である、米山総支配人
から「震災の体験と多くの教訓」についての講演を受けま
した。
　米山氏は地震被害は減災出来るとお話をされました。そ
のための住宅の耐震化、家具の転倒防止などの具体的な減
災方法などを教示してくれました。最後に「地域は地域で
守る、自分の命は自分で守る」と訴えていました。
　２日間の研修は有意義なものに終わりました。

　また、奨学生の３大学の代表者から奨学金授与に対

する感謝の言葉をいただきました。
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「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事

業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆ

とりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同

いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の

組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

1819B023

福祉基金協会では、2019年11月にALWFゼミ３コースを開催しました。
（11/2マネージャーコース・11/12ステップアップコース・11/18リーダーコース）

１．ゼミ・マネージャーコース
　  福祉事業団体の幹部役職員を対象に下記内容で講演を行いました。
●講演テーマ「～協同組合の新たな取り組み～　電子地域通貨さるぼぼコインで
　地方を変える」
●講師：黒木正人氏（飛彈信用組合 理事長）
　講演では、私たち事業団体と同じ協同組合の飛彈信用組合（岐阜県）における取
り組みを紹介頂きました。まず、協同組織金融機関として「仕事改革」「働き方改革」
等の金融業務改革について話されました。また、クラウドファンディングの運営、
よろず相談所の設立、地域活性化ファンド「飛騨高山さるぼぼ結ファンド」の設立
などの様々な活動で、地域の活性化にも貢献しているとのことでした。特に、2017
年12月からスタートした電子地域通貨「さるぼぼコイン」は、飛騨高山エリアを中
心に提供する金融決済サービスで、地域内の消費を促し、利用者も拡大の一途をた
どっているなど、協同組合の本来あるべき姿を垣間見ることができました。
　参加者からは「新しいことへのチャレンジ」「豊かな発想と先見性ある取り組み」

「協同組合として、地域密着、地域貢献への積極的な姿勢」などに対して、共感する
声が多く寄せられました。参加者は51名でした。

２．リーダー・ステップアップコース
　　今年度もリーダー職員対象の「リーダーコース」、入職２～５年生を対象とした

「ステップアップコース」を順次開催しました。両講座の構成は共通で、下記のメ
ニューで実施しました。
＜午前＞講義

（１）「静岡県労働者福祉運動小史講師団」メンバーによる「自主福祉運動の歴史に
　　学ぶ」
　　●講師：福島英夫氏、大滝正氏

（２）「静岡労金会員研修講師団」メンバーによる「労働組合と福祉事業団体～リー
　　ダー、若手職員に期待するもの～」
　　●講師：ヤマハ発動機労働組合副中央執行委員長 永井新次氏
　　　　　 テルモ労働組合中央執行委員長 小林純一氏
＜午後＞ファシリテーション講座
　　●講師：NPO法人日本ファシリテーション協会フェロー 鈴木まり子氏
　講座では～「参加して良かったと思える話し合い」のための基礎と実践を学ぶ～
をテーマに、会議、打ち合わせ、ワークショップ等の場面において、参加者主体で、
円滑かつ効果的に話し合いを促進し、その目的を達成するためのスキルとマイン
ドを学びました。参加者のほとんどがファシリテーションについての知識・経験は
ありませんでしたが、日々の業務等でファシリテーションを活用出来るきっかけ
が掴めたようです。
　参加者はリーダーコース23名、ステップアップコース14名でした。

ALWFゼミ
マネージャー、リーダー、ステップアップの

３コースを開催しました

黒木講師による講演

運動小史講義

労働組合から職員に期待するもの

ファシリテーション講座
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暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

掲載の講座は参加費無料です（公財）静岡県労働者福祉　基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働者福祉　基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。暮らし
何でも相談

浜松 収納王子コジマジックの笑って学べる収納セミナー 浜松 112 日間のママ　～大切な人の「想い」とともに～

静岡 テレビ寺子屋公開録画

静岡

あきらめない心

浜松 おやこおこづかい教室 沼津 認知症に負けない

テレビでもおなじみの片づけ界のトップランナー・収納王子コジマジックが、誰でも簡単に片づけ上
手になれるコツや、100 円グッズを使った一生使える目からウロコの収納術を、実演を交えながら
楽しくお伝えします。
日時：2/29（土）　13：30 ～ 15：30　
会場：浜松労政会館 
募集：100 名（申込先着順）
申込：ライフサポートセンター西部　☎ 053-466-6307
講師：収納王子コジマジックさん（一般社団法人日本収納検定協会代表理事　小島弘章さん）

【プロフィール】片づけ・収納・住まいに関する確かな知識と実績を持ちながら、松竹芸能で 25 年
の芸歴を積んだ、男性ライフスタイル系タレントのパイオニア的存在。著書・監修本は累計40万部超。
2014 年、一般社団法人日本収納検定協会を設立し、2015 年「収納検定」をスタート。収納グッズ
開発やマンションの収納監修など、日本や中国を中心に幅広く活躍中。

3 人で過ごした 112 日。妻を乳がんで亡くした経験をもとに、苦しみや悲しみに寄り添うキャ
スターが感じた人の温かさ、現在の仕事、育児の中で感じる想いを、独自の視点で語ります。
日時：2/1（土）　13：30 ～ 15：30
会場：浜松市地域情報センター
募集：140 名　（申込先着順）
申込：ライフサポートセンター西部　☎ 053-466-6307
講師：清水健さん　（一般社団法人清水健基金代表理事、キャスター）

講師に小島慶子さんを迎え、「発達障害ってどんなもの？」「ハラスメントについて知ろう」と題し、
30 分番組を 2 回収録します。（内容は変更になる場合がございます。）
日時：2/15（土）13：15 ～ 15：15   ※収録は 13：30 より、収録中の入退室はお控え下さい。
会場：静岡労政会館 6 階ホール
募集：250 名　（申込先着順）
申込：ライフサポートセンター中部　☎ 054-270-3963
講師：小島慶子さん（エッセイスト・タレント・東京大学大学院情報学環客員研究員）

【プロフィール】１９７２年オーストラリア生まれ。学習院大学卒業後、ＴＢＳに入社。アナウンサーとしてテ
レビ、ラジオに出演。第３６回ギャラクシーＤＪパーソナリティー賞を受賞。退社後は各種メディア出演の他、
執筆・講演活動を精力的に行う。『AERA』『VERY』『日経 DUAL』など連載多数。

「腕がないのは私の個性」　20 歳で右手を失いながらも夢を実現させた経験から、前向きに活動する
原動力についてお伝えします。
日時：3/14（土）　13：00 ～ 15：00
会場：静岡労政会館 6 階ホール
募集：200 名
申込：ライフサポートセンター中部　　☎ 054-270-3963
講師：伊藤真波さん
　　　（日本初義手の看護師、パラリンピック競泳日本代表）

【プロフィール】静岡市出身。看護学生であった 20 歳の時に、
交通事故で右腕を切断。幼い頃からの夢をあきらめず、「看護
師専用の義手」を作り、神戸で看護師としての道を歩む。同じ頃、
水泳を本格的に始め、北京・ロンドンパラリンピックで競泳日
本代表として活躍。現在は、自身の経験を伝えるべく、育児のかたわら全国で講演を行う。米国のテ
レビ番組「World‘s Best 2019」では、「奇跡のバイオリニスト」として全米を感動の涙で包んだ。

日時：4/11（土）　10：00 ～ 12：00
会場：浜松労政会館
募集：小学生 30 名と保護者　（申込先着順）
申込：ライフサポートセンター西部
 　　　☎ 053-466-6307
講師：山川正人さん　（あおい FP サポート代表）

定額制おこづかいの使い方をこづかいゲームで学びます。
鉛筆、消しゴム、電卓をお持ち下さい

日時：3/7（土）10：30 ～ 12：30　
会場：沼津労政会館
募集：80 名　（申込先着順）
申込：ライフサポートセンター東部
　　    ☎ 055-929-9820
講師：奥山恵理子さん
　　　（日本認知症ケア学会代議員、　精神保健福祉士）
認知症の正しい理解と予防、見逃さない方法などを伝えます。

自分の人生のしまい方 /
小谷みどりさん（9 月島田）

大切な人を失う悲しみと向き合うために /
千田恵子さん（9 月浜松）

最期まで私らしく生き抜くために /
髙木慶子さん（9 月静岡）

人生にもう遅いはない /
若宮正子さん（9 月沼津）

優しさをこめて手をつなごう /
東海林良昌さん（9 月沼津）

叱らなくても子どもは伸びる /
親野智可等さん（9 月掛川）

夢と絆を断たれて / 蓮池薫さん（10 月静岡）

【プロフィール】元読売テレビアナウンサー。バラエティや報道番組で
キャスターとして活躍。長男出産後 112 日目に乳がんで逝去した妻・
奈緒さんの意思を引き継ぎ、清水健基金を設立。支援や講演活動、シン
グルファーザーとして育児も行う。著書『112 日間のママ』『笑顔のマ
マと僕と息子の 973 日間』（いずれも小学館）。

ロッキーカレッジの開催報告

静岡

©稲垣純也
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①趣味：ボーッとすること
②モットー：ものを大切に
③最近感動したこと：一人暮らしをしている大学生の
息子から、父の日や自分の誕生日に「いつもありがとう」
とか「おめでとう」とかラインが送られてきたこと。
④最近失敗したこと：少し前に植えた栗の苗木が順調に
育ってきたので、鹿対策で覆っていたネットを覆い直した
が、雑にやってしまったため、鹿にやられてしまった。

地区労福協名と役職：
田方地区労福協　事務局長
出身組織：旭化成労働組合大仁支部
役職名：支部長

平田　肇
ヒラタ  　 　 ハジメ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.35

人物登場
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運動継承！

贈る言葉
大庭　義保氏
元労働金庫職員で勤信協の専務理事も務
めた方で、地域に戻ってからは磐田地区
退福共の会長として活躍されました。

　皆さん、こんにちは。田方地区労福協で事務局
長を仰せつかっています、旭化成労働組合大仁支
部の平田です。今年度で６年目となりますが、あ
まり成長実感もなく、会長をはじめ、多くの方々
に助けてもらいながら務めております。この場を
お借りして、皆さんに感謝を申し上げます。リレー
トークということで、田方地区労福協の活動紹介
をさせてもらいたいと思います。
　田方地区労福協は、伊豆市、伊豆の国市、函南
町の２市１町を基盤に独自活動として、自治体へ
の要請活動、地域社会への貢献活動、教育・研修
活動、勤労者生涯福祉への対応支援、文化・レク
活動などを行っています。
　その中で、特徴的な活動として、「福祉施設への
古タオル寄贈」を行っていますが、これは、ろう
きんグリーン友の会と連携し、会員労組に呼びか
けて回収したタオルや旅館などから引き取った使
用済みタオルを社会福祉協議会を通じて、福祉施

そ
れ
ら
の
個
人
融
資
の
保
証
は
、
す
べ
て
勤
労

者
信
用
基
金
協
会
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
県
下

各
地
区
労
福
協
、
労
働
組
合
に
よ
る
事
業
団
体

の
協
力
協
同
の
素
地
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
活
動
の
成
果
の
上
に
時
代
を

背
負
う
仲
間
、
活
動
家
輩
出
の
た
め
の
教
育
、

教
宣
活
動
の
資
金
醸
成
の
た
め
に
福
祉
基
金
協

会
を
設
立
し
た
り
、
高
齢
化
時
代
に
備
え
た
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
主
眼
に
「
も
く
せ
い

事
業
協
会
」
が
設
立
さ
れ
「
も
く
せ
い
の
里
」

を
実
現
さ
せ
そ
の
管
理
運
営
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
こ
の
施
設
は
運
営
及
び
高
度
な
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
聖
れ
い
事
業
団
に
寄

付
さ
れ
、
現
在
「
ゆ
う
ゆ
う
の
里
」
と
姿
が
変

わ
り
多
く
の
人
た
ち
が
安
心
、
快
適
な
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

設・児童施設などへ寄贈しています。毎年、3500
枚ほどの古タオルを集めることができており、寄
贈先の施設では、日常の清掃や災害時に活用する
など、皆さんのお役に立っているということで、
今後も継続して取り組んでいきたいと思います。
　また、この活動は広がりをみせており、このこ
とを知った地元のコインランドリーさんが無償で
乾燥に協力してくださったり、勤労者世帯への呼

びかけの効果もあって文化・レク活動の「ファミ
リー映画上映会」では、来場者からフードバンク
とともに古タオルも提供していただいたりと「思
いやりの輪」が広がっています。
　最後となりますが、専従として労働組合の仕事
をさせてもらう前は、労福協がどのような活動を
しているのか、よくわかっていませんでしたが、
実際に携わってみると地域の働く仲間のいのちと
暮らしを守るため、こんなにまで多岐にわたり活
動しているとは思いませんでした。
　役員の皆さんは、自組織の活動だけでも大変な
のに、定時後や休日に協力してくれています。労
働組合の仕事をしていなかったら、このようなす
ばらしい人たちと知り合うこともなかったと思い
ます。また、組織は違いますが、同じ悩みを共有
できる仲間でもあります。こういう人たちに出会
えることで、「自分も頑張らなきゃ」と前向きな気
持ちにさせてもらっています。
　今後も地域の働く仲間が、少しでも生活しやす
くなるように役員の皆さんと力を合わせ活動して
いきたいと思いますので、宜しくお願いします。
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三島地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

浜松市労福協 地域・地区労福協活動紹介沼津地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

第34回 労福協まつり活動報告第34回 労福協まつり活動報告

「第４回三島・田方地区労福協綱引大会」開催

「第31回　綱引大会」

　１０月２６日( 土 ) 、東 芝テック三 島 事 業 所 体 育 館にて
「 第４回 三 島・田 方 地 区 労 福 協 綱 引 大 会 」が 行われまし
た。前日は台 風２１号の影 響で雨が激しく降っていました
が、大 会当日は天 気も回 復し、参 加 者の皆さんが安 全に
参 加いただけるとホッとしました。ラグビー日本 代 表 が 惜
しくも決勝トーナメントで敗退した日から間もない開催日で
あり、あの 快 進 撃に歓 喜した興 奮 が 冷 めやらぬまま、各
労 組 代 表チームが一 堂に会しました。みんなの頭の中で
はQ U E E Nの「 W e  W i l l  R o c k  Y o u 」とかB ’zの「 兵 、
走る」などが流れていたことでしょう（ 笑 ）。あの強 靭な肉
体にはほど遠い私たちですが、日々、様々な問題に体当

10月20日（日）浜松市労福協と浜松市の共
催で「 第 3 4回労 福 協まつり」が浜 名 湖ガー
デンパークで開催されました。
まつり前日は雨が降り心 配をしておりました
が、自称「 晴れ男」の実 行 委 員 長の念が通
じ、当日は秋 晴れのもとで、会 長 、来 賓の挨
拶とテープカットを皮 切りに「 第 3 4 回 労 福
協まつり」がスタートしました。
本 部テント前には、今 年も「フードバンクふ
じのくに」の受付を設置、フードドライブを展
開し、来 場 者の皆 様より多くの食 品を無 償
提 供していただきました 。多くの 方 のご 協
力に感謝申し上げます。
会 場 内は一 般 商 店 3 2 店 舗 、労 組 模 擬 店 3 9 店 舗の露 店 が 並
び 、まつり会 場の雰 囲 気を更に盛り上げるお力添えをいただく
中、来 場 者の皆さんには、ショッピングや食 べ 歩きを、お楽しみ
いただきました。
中 央 芝 生 広 場では、フワフワ、ダーツボール、ジュビロエアー
ゴール、イベント広 場でのバッテリーカー、木 工 教 室は、お子 様
連れのご家族を中心に多くの方に楽しんでいただきました。
ステージ上では、オープニングの「スウィングジャズオーケスト
ラ」の演奏に加え、昨年に引き続き、全国大会優勝チームで、

　 1 0 月 5 日（ 土 ）富 士 通 沼 津 工 場 体 育 館 に て 、第 3 1 回
沼津地区労福協綱引大会が開催されました。
　 今 年 で 3 1 回 目 と な る 綱 引 大 会 は 、会 員 間 の 交 流 親
睦 と 参 加 者 の 健 康 増 進 を 目 的 に 年 1 回 開 催 さ れ て い
る 歴 史 あ る 大 会 で す 。競 技 は 男 子 の 部 と 混 合 の 部 と
分 か れ 、今 年 は 1 4 会 員 、2 0 チ ー ム 、総 勢 3 6 8 名（ 来 賓・
実 行 委 員 含 む ）の 方 に 参 加 い た だ き ま し た 。ま た 、沼
津 市 ス ポ ー ツ 振 興 課 か ら 派 遣 い た だ い て い る 6 名 の
審 判 団 に よ る 競 技 指 導 や 的 確 な ジ ャ ッ ジ と 朝 の 準 備
体操「スポレッチ沼津」の効果で怪我人も無く、併せ

地域・地区労福協の活動予定
月  日 曜日  開催時間    催事（イベント）        会場（場所） 　　参加資格・参加費など　　　主　催 　　　　　　　　備　考

1

月

2

月

3

月

退福共・グリーン友の会共催16 木 18：15～ 新春福祉講演会 下田市民文化会館 なし 賀茂地区労福協
お問い合せ先
中遠地域労福協　☎0538-32-270617 金 18：00～ 労福協トップセミナー 磐田グランドホテル 会員役員 中遠地域労福協
富士宮地区の賀詞交換会です。
お問い合せ先 富士宮地区労福協　☎0544-24-602917 金 18:30 新年の集い クリスタルホールパテオン 会員のみ-有料 富士宮地区労福協
お問い合せ先
富士地区労福協　☎0545-57-602918 土 10:00 Ｓｉｐｓスポーツ交流会 日本製紙富士工場体育館吉永 地区労福協若者の会会員 富士地区労福協
定員100名になり次第、締め切り21 火 18:30 掛川地区労福協親睦ボウリング大会 掛川毎日ボウル 会員有料（1人500円） 掛川地区労福協
日経新聞の読み方セミナー。募集人数は３０名です。
お問い合せ先　袋井地区労福協　☎0538-45-122122 水 18:00 トップセミナー 袋井市総合センター 会員のみ-無料 袋井地区労福協
気象予報士 森 朗氏 講演会「たかが雨では済まされない」
お問い合せ先  浜松市労福協 ☎053-465-115523 木 18：30～

     20：00

14:00～
    17：00

14:00～
    17：00

14:00～
    17：00

生活支援セミナー アクトシティ浜松コングレスセンター
43～44会議室 会員役員・無料 浜松市労福協

お問い合せ先　
伊東熱海地区労福協　☎0557-36-2655
お問い合せ先　
島田榛北地区労福協　☎0547-36-7371

お問い合せ先　
島田榛北地区労福協　☎0547-36-7371

23 木 18：15～ 新春のつどい 平鶴 会員のみ-有料 伊東熱海地区労福協

24 金 18：00～ 新春落語 おおるり どなたでも・無料 島田榛北地区労福協
島田榛北勤労者共済会

連合志太榛原地協との合同開催
お問い合せ先　志太地区労福協　☎054-645-233324 金 18：20～ 新春パーティー ホテルオーレ藤枝 会員のみ　会費3000円 志太地区労福協
1組30分　完全予約制
お問い合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-270625 土 無料法律相談 労福協事務所 どなたでも・無料 連合中遠地協、磐田地区労福協
お問い合せ先
三島地区労福協長泉支部　☎055-955-7670

事前予約連絡先：ろうきん掛川支店
 ☎0537-24-5111

お問い合せ先　
志太地区労福協　☎054-645-2333

事前予約連絡先：ろうきん掛川支店 
☎0537-24-5111

1組30分　完全予約制
お問い合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706
お問い合せ先　
浜松市労福協　☎053-465-1155

お問い合せ先
三島地区労福協長泉支部　☎055-955-7670
1組30分　完全予約制
お問い合せ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706

29 水 18:00 長泉支部ボウリング大会 柿田川パークレーンズ 会員-有料 三島地区労福協長泉支部
お問い合せ先　
富士地区労福協　☎0545-57-602931 金 18:15 労福協ボウリング大会 ラウンドワン 地区労福協会員 富士地区労福協

2 月 9:30 セカンドライフセミナー パレスホテル掛川

8 日 10：00～ 勤労者まつり おび通り南側ステージ

28 土 無料法律相談 労福協事務所

下旬 未定 学用品カンパ寄贈

島田榛北地区労福協

浜松市労福協

2

未定

20

22

日

木

土

9:30

18：00～

18:20

セカンドライフセミナー

就労支援セミナー

勤労者スキルアップセミナー

無料法律相談

どなたでも
※事前予約要

どなたでも
※事前予約要

福祉基金協会/ろうきん掛川支店・
掛川地区労福協

連合中遠地協、
磐田地区労福協

社会福祉法人　葵会　
児童養護施設　清明寮　他

静岡県労働者福祉基金協会
ろうきん掛川支店・掛川地区労福協パレスホテル掛川

焼津市内を予定

三島商工会議所大会議室

労福協事務所

どなたでも 志太地区労福協

会員-無料 三島地区労福協

どなたでも・無料

どなたでも・無料

どなたでも・無料

連合中遠地協、磐田地区労福協

地 元 浜 松 市 に 拠 点 を 置くバトン チ ー ム
「 T A K E ̃ D r e a m （̃タケドリーム）と、キャラ
クター ショー の「 騎 士 竜 戦 隊リュウソウ
ジャーショー」が午前・午後でそれぞれ公演
しました。
好評をいただいております、「チャリティーバ
ザー」は，オープン前から多くのお客 様に列
を作っていただき、結 果として1 9 2 , 6 0 0円を
売り上げる事が出来ました。
恒 例となっている、人 気 の 北 海 道 産 のジャ
ガイモ販 売は、粒ぞろいの大きなジャガイモ
に、一 時は行 列ができ、多くの方々に購 入し

ていただく中、早い段階での完売となりました。
まつり終 盤には、来 年に繋 がるよう、またご来 場されたお客 様
へ の 感 謝 の 気 持ちを込 めて、役 員・スタッフ一 同で餅 投 げを
実 施させていただき、最 高のフィナーレを迎えることができまし
た。
今 後も労 福 協まつりが 、皆 様に楽しんでいただけるイベントと
なるよう、また勤 労 者と市 民のコミュニケーションの場として盛
大に開 催できますよう、役 員・スタッフが 一 枚 岩となって、盛り
上げてまいります。引き続き、まつりに関わる皆 様のご理 解とご
協力をお願いして、報告とさせていただきます。

たりでぶつかっていき、戦っているんです！そんな代 表た
ちもまずはラジオ体 操～♪ケガなく楽しみましょう。綱を引
き始めるとその姿勢は、仰向けとなり天井を見上げている
人、真っ赤な顔で歯を食いしばっている人など、応援する
方にも力が入ってしまうほどです。勝 負がつくと対 戦 相 手
とハイタッチをして挨 拶します 。「ノーサイド」ですね！すが
すがしいです（泣）。数日後に筋肉痛に襲われるなんて思
いもしていない頃です（ 笑 ）。当日の運 営や準 備・片 付け
など多くの方々にご協 力いただき開 催できました。ありが
とうござ
いました！

て各会員か
ら選出され
た実行委員の
運営によるスム
ーズな進行で今年の
大会も無事終了しました。
　 参 加 者 に は フ ー ド ド ラ イ ブ へ の 協 力 を 毎 年 募 っ て
おり、昼休みには子ども綱引大会、閉会式前には皆さ
んお楽しみの大抽選会も開催し、１等（折りたたみ自
転 車 ）が 当 た る 大 抽 選 会 は た め 息 と 歓 声 が 入 り 交 じ
り 、競 技 に 負 け な い く ら い の 盛 り 上 が り を 見 せ ま し
た。
　 男 子 の 部 で 優 勝 し た フ ァ イ ヤ ー 沼 津（ 沼 津 市 職 員
組合連合会）は大会５連覇中であり、来年も多くの会
員が参加できるよう企画していきたいと思います。
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